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【要 旨】 

ガンマナイフ照射は三叉神経痛や癌性疼痛に治療効果が得られているが、こ

れら治療効果のメカニズムは不明なままである。本研究では、その解明のため

の第一歩として、ガンマナイフの損傷末梢神経への影響をラット坐骨神経損傷

モデル（Seltzer モデル）を用いて組織学的・行動学的に検討した。 

Seltzer モデルのガンマナイフ照射群では、非照射群と比較して、有髄神経

の直径の大きさ及び線維数が有意に増加し、βIII チューブリン（再生神経マ

ーカー）、P0 タンパク質（再髄鞘化マーカー）および GDNF タンパク質の発現量

が増加していた。またガンマナイフ照射により損傷部位の遠位側でマクロファ

ージの増加およびミエリンデブリの除去の促進が認められた。これらの結果よ

り、損傷神経にガンマナイフを照射することで、マクロファージの貪食による

ミエリン除去が促進され、再生が促進する可能性があることが示唆された。ま

た、行動解析ではアロディニアが非照射群と比較して早期に緩解することが明

らかとなった。この効果には、GDNF タンパク質の増加が関与していることが示

唆された。 


